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東急不動産株式会社（本社：東京都港区、社長：大隈 郁仁）は、このたび、国内を代表するリゾート地である軽井沢

エリアに立地する「旧軽井沢ホテル」（所在：長野県北佐久郡）を取得したことをお知らせいたします。 

今回取得する「旧軽井沢ホテル」の周辺エリアでは、当社は会員制リゾートホテル「東急ハーヴェストクラブ旧軽井沢

／旧軽井沢アネックス」を展開しています。さらに、近接の塩沢エリアにおいても「東急ハーヴェストクラブ軽井沢＆

VIALA」を建設中で、２０１８年７月に開業する予定です。 

軽井沢エリアは、北陸新幹線の開通により広域からの集客が図れるようになっただけではなく、アウトレットやスキー

場等、国外からの観光客も好むコンテンツが充実しており、近年、国内外からの注目度がますます高まっています。当

社は、本施設を取得することで、軽井沢エリアにおいて会員制ホテルとパブリックホテルを展開できることとなり、東急ハ

ーヴェストクラブの会員様のみだけでなく、一般のお客様やインバウンドなどに向けて軽井沢における様々な滞在の仕

方・楽しみ方をご提供できるようになります。 

         旧軽井沢ホテル 外観                                ラウンジ 

 

＜旧軽井沢ホテルの特徴＞ 

本施設は、国内を代表するリゾート地である軽井沢エリアの中でも希少性の高いホテルです。 

・旧軽井沢の別荘地ならではの落ち着いた雰囲気をもったエリアに立地。 

・軽井沢駅や旧軽井沢銀座から徒歩圏にあるという好アクセス。 

・約９割の客室が４０㎡を超える広々とした間取り。 

・２０１５年７月に大規模リニューアルを実施しており、クラシカルな佇まいの外見にモダンな雰囲気を併せ持つ。 

 

 

国内を代表するリゾート地「軽井沢」 

旧軽井沢エリアの中心地にある「旧軽井沢ホテル」を取得 

会員制リゾートホテル事業のノウハウを活かしパブリックホテル事業を推進 



 

 

当社のパブリックホテル事業では、現在、中長期滞在型ホテル「東急ステイ」において計６物件の出店計画が決定し

ているほか、２０１８年夏には「ハイアット リージェンシー 瀬良垣アイランド 沖縄」が開業する予定です。今後は、ホテ

ルの新規開発だけではなく、リゾート地や都市部に位置する既存のホテルや複合リゾート施設の取得を積極的に行い、

当社のノウハウを活かしたバリューアップを実施する手法も用いて、パブリックホテルの展開を積極的に推進してまいり

ます。 

 

■旧軽井沢ホテル 施設概要 

所 在 地 ： 長野県北佐久郡軽井沢町軽井沢４９１－５外 

敷地面積 ： ５，８４４，１９ ㎡（公簿） 

延床面積 ： ホテル６，９８９，１２㎡（公簿）、教会８１．５７㎡ 

構造規模 ： （ホテル）鉄筋コンクリート造地下１階地上３階建、         

（教会）木造平屋建 

客 室 数 ： ５０室 

付帯施設 ： 客室、レストラン、バンケット、パーティールーム、  

教会 

開   業 ： １９７９年７月１０日 

築 年 月 ： （ホテル）【A 棟】１９７９年７月、１９８０年増築 【B・C 棟】１９９１年、（教会）２００２年 

        ※２０１５年７月大規模改修実施 

ホテルウェブサイト： http://kyukaruizawahotel.com/ 

 

 

 


